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Inthe resultofstudy on the distribution of organic acidsin various fishes and  
shells ii was explained that succinic acid was contained in shori-necked clam and 

ark－She11、Onthe other handitwas scarcely foundinseabream，Cuttlefishandprawn．   

Forthe purpose ofinvestigating the cause that the amount of succinic acidlVaS  

SpeCiallyaccumulatedinthe viralve．the activity ofsuccinicdehydrogenase ofvarious  
fishesandshells was estimatedby thecolorimetric method uslng2．3．5－triphenyltetr－  

azolium chloride．  

The results were that the reactioTlrate Ofsuccinic dehydrogenase of short－neCked  
Clam and ark－Shellwasslower than thatofo仇er fishes，that the activity of succinlc  

dehydrogenase ofshort－neCked clam andark－Shellwas almostsimilartothat of other  

fishes，with the exceptionofrock－trOut，Sand eel，praWn，Cuttlefish and octopus，that  

thisactivity of prawn wasthe highestamongvarious fishesexamined，beingaboutlO  

timesas highasthatofclams，and thatthisactivity of octopus，Cuttlefish and rock－  

troutwasabout3－4times as high asthat ofclams．   

魚介類の有税酸の分布1）を調べた結果アサリ，力も赤貝などの二枚且にはコハク酸が非常に多  

く含まれていることを認めた．これに反してタイ，イカ，クルマエビなどにはコハク酸はあまり含  

まれておらず乳酸が非常に多く含まれていることを認めた．   

このように二枚旦にのみ特異的にコハク酸が蓄砧していることは生化学的，あるいは食品化学的  

見地から非常に興味のあることである．   

何故に二枚貝にコハク酸が多量蓄積するか，その原因として次の二つが考えられる．即ち第1の  

原凶は二枚旦の持っているコハク酸脱水素酵素の活性が他の魚介類に比べて著しく弱いことに起因  

する．もう一つの原因はmalonateのようなコハク酸脱水素酵素の活性を阻害する物質が二枚旦に  

含まれていることに起因すると考える．そこで本報では第1の原因と考えられるコハク酸脱水素酵  
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真の活性の強弱を調べるために数毎の魚介類のコハク酸脱水素酵素の活性を測定して二枚旦のそれ  

と比較した・なお生体組織中のコハク敏腕永素酵素の活性を測定する方法として1V訂burg検圧法  

2），赤血塩を還元して生ずるPruSSianblueを比色する方法3，4），2．3．5－Triphenyltetrazolium  

Chloride（TTC）による比色法5、7），あるいは2．6－Dichlorophenolindo－0－Chlorophenolを用い  

る比色法皇・9），Methyleneblueの槌色変を比色する方法10）があるが本朝ではTTCによる比色法  

を用いた．  

実  験  方  法  

1．Formazatlの合成と検量線の作製   

Formazanの合成は2．3．5－TriphenyltetrazoliumChloride（TTC）2gを少量の水に溶かし，  

ハイドロサルファイト4gを加えて還元し，生成したFormazanをn－ブタノールで抽出し，この  

ブタノール溶液を減圧濃縮乾溜する．次にエチルアルコールを加えて残廼を溶解し，辞退する．炉  

液は再び濃縮乾溜，水を加えて結晶を作る．更に再結を二回くり返し行なった後デシケ一夕ー内に  

て乾燥する．   

このようにして得られた結晶の融点並びに吸収極大はTablelに示した如くである．   

このFomazanを用して検量線を作製した．その結果はFig．1に示した如くである．  

Tablel Melting point and maximum  

WaVelength of crystal  

0   50 100 150  2∝） 250  

Formazan（Y）  

Fig．1Calibration curve forformazan．   

2．測定試料   

測定に供した魚介類は兵庫県明石魚市場に入坑した魚船より生きているものを入手し，直ちにド  

ライアイスにて凍結して実験室に持ち帰り融解せずにそのまま用いた．   

3．酵素液の調製並びk活性度の測定  

コハク酸脱水素酵素液は凍結した魚介類の頭部，尾部，皮を除去し，細枠し，そのうちより20g秤  

取して0．1Mリン酸緩衝液（pH7．4）80mJ加え，ワ一リングブレンダーにて30秒間ホモジナイズ  

し，そのホモジネートを二重ガーゼで渡して試製した．そしてこの酵素液を直ちに測定に供した．   

活性度の測定はThunberg管の主主に0．1Mリン酸緩衝液（pI17．4）2ml，酵素液1ml，側  

室に0．1Mコハク酸ナトリウム溶液1ml，0．5％TTC溶液0．2ml注入し，2分間真空ポンプで  
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鋭気した後40＝Cの浴槽に入れ3分後両者を混合し，0，5，1、2，3、4時間それぞれ反応させた後  

アセトン10m／加え，乾操折紙で辞退し，膵液を490mJ‘にて比色定量した．  

結 果 と 考 察  

以上の実験結果はFig．2～6，Table2 に示した如くである．即ち且類でほアワビのコハク敏  

腕水素酵素が最も早く活性を示した．しかしその活性の最高値はアサリ，赤且のそれよりも低かっ  
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Fig．3 Activity of succinic dehydrogenase  

Of Evynnisjaponica“Chidai”．  
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Fig．2 Activity of succinic dehydrogcnase  

Of VeneruplSJapOnlCa“Asari”．  

E ＝Enzyme  
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Fig．4 Activity of succinic dehydrogenase  

ofPenaeusjaponlCuS“Kurumaebi”．  
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Fig．5 Activity of succinic dehydrogenase  

Of Octopusfangsiao〃Ii血ko’’．  

E ＝Enzyme  

Suc ＝ Succinic acid  
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Table2 Activityofsuccinicdehydrogenaseof variousfishes  

←－－ －－－←  

Sample fish  

Time（hours）  

‾→→← 一－－■  

Yie】d of formazan（T）  

Venerupis japonica■‘Asari”  

Anadara broughtonii“Akagai’’  

Haliotis glgantea．．Awabi”  

Evynnis japonica’’Chidai”  

Oplegnathus fasciatus．．Ishidai”  

Lateolabrax japonicus“Suzuki”  

Halichoeres卵eCilopterus’．Kiyusenけ  

Sebastesinermis山Mebaru’’  

Konosirus punctatus‘●Konosiro”  

Pleuronichthys cornutus“Meitagarei”  

Hexagrammos otakiil’Ainame”  

Astrocongermyriaster“Maanago”  

Ammodytes匹rSOnatuS‘‘Ikanago”  

Penaeusjaponicus“Kurumaebi’’  

Sepia esculenta“Kouika”  

（九topusfangsiao“Iidako”  

Octopusvariabilis’’Tenagadako’’  
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た．魚類のコハク酸脱水兼好素の活性はアサリ，赤貝のそれよりも早く現われたが，チダイ，メバ  

ル，マアナゴの酵素活性はイシダイ，キューセン，コノシロのそれに比べて比較的おそく現われ  

た．またその活性の強さはコノシロ，イカナゴがやや強く，アイナメが最も強かった．一方他の魚  

類の酵素活性は且類のそれとあまり変らなかった．また他の魚介類のコハク酸脱水素酵素の活性ほ  

クルマエビが非常に強く30分日ですでに21rのForrnaZanを生成し，4時間目にはアサリ，赤見  

の約10倍のFomazanを生成した．またコウイカ，イイダコの酵素活性も巻かった．しかしテナ  

ガダコの酵素活性は且類のそれと殆んど変らなかった．   

以上の結果の如くアサリ，赤見のコハク酸鋭永楽酵素の活性は一部の魚類，あるいほクルマエ  

ビ，イイダコのそれに比べて弱いが，他の魚介類の酵素活性とほぼ同じ強さを持っていることが認  

められた．それにもかかわらずアサリ，赤月のコハク酸含量が他の魚介類に比べて多いのほコハク  

酸脱永素酵真の活性の強弱によるのではなく，アサリ，赤且などの二枚且にコハク酸脱水素酵素の  

活性を阻害する物質を含んでいるのではないかと考える．  

約  要   

1．アサリ，赤貝などの二枚具にはコハク酸が非常に多く含まれている．一方他の魚介類にはコハ   

ク酸はあまり含まれていないが，この相違がコハク酸脱水素酵素の活性の強弱に起屈するかどう   

かを明らかにするためにこの研究を行なった．  

2．アサリ，赤見のコハクの酸脱水素啓発はアワビのそれよりも活性を示すのがややおそい，しか  
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しその活性の最高値はアワビのそれよりも高かった．  

3．魚類のコハク酸脱水素帝素はアサリ，赤見のそれに比べてやや早く活性を示したが，チダイ，   

スズキ，メバル，マアナゴの酵素活性はイシダイ，キューセン，コノシロのそれに比べて比較的   

おそく現われた．またその酵素活性の強さはコノシロ，イカナゴがやや強く，アイナメは最も強   

かった．しかし他の魚類の酵素活性は且類のそれとあまり変らなかった．  

4．他の魚介類のコハク酸脱水累酵素の活性はクルマエビが最も強く，アサリ，赤見の酵素活性の   

約1C簸であった．またコウイカ，イイダコの辞素活性も比較的強かった．しかしテナガダコの酵   

素活性は貝類のそれと殆んど変らなかった．  
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